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研究紹介の本⽂：本研究では、合成
ペプチド脂質をガン細胞に選択的に
取り込ませ、ガン細胞内亢進酵素の
触媒作⽤により、ガン細胞内で抗ガ
ン剤を合成させる。この合成した分
⼦が、分⼦夾雑環境である細胞内で
⾃⼰組織化し、ガン細胞を選択的に
死滅させることに挑戦する。これま
での研究成果から、細胞内でのペプチド脂質の⾃⼰組織化が強い細胞毒性を有し、細
胞死を引き起こすことが判明している。本研究では、ガン細胞内亢進酵素であるキナ
ーゼによりリン酸化されるペプチド脂質を開発する。このペプチド脂質が⽪膚ガン細
胞に取り込まれると、細胞内の過剰のキナーゼ活性によりリン酸化され、ガン細胞内
でμm スケールの⾃⼰組織化体を形成する。これが細胞毒性を発揮し、⽪膚ガン細胞
を選択的に死滅させることを⽬指す。 
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図１ がん関連酵素キナーゼによるペプチド脂質

の細胞内自己組織化によるガン細胞の死滅 


